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本研究は、幅広い菌種を認識可能である新たな細菌標的化戦略の選択肢を提供し、薬剤耐性菌や敗血症といった細菌感染症に関連

した主たる課題の克服に貢献するほか、毒性や薬剤耐性のために使用されなくなった抗菌薬の動態を改善することで再度使用可能と

することが期待される。これにより、新薬の発明より早くかつ安く、効果的な薬剤の開発が可能となる。

利用成果報告書

成果公開有償利用

抗生物質の治療作用向上に向けた細菌標的型ナノドラッグの開発

micrOTOF

抗生物質に細菌標的リガンドを結合させた化合物について、反応の進行を確認するために質量分析による測定を行った。測定の結果

から、目的の化合物に関連したピークは確認されたものの、目的の分子量以外のシグナルも多数得られた為、反応・精製条件の最適

化を要する結果となった。
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